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(論文内容の要旨)

音声認識を利用する音声ｲﾝﾀﾌｪ-ｽは､誰でもが容易に使える便利なｲﾝﾀﾌｪ

-ｽである可能性が大きい｡近年,音声認識の研究開発が進展して､さまざまなｱﾌﾟﾘ

ｹ-ｼｮﾝで音声認識技術が-般ﾕ-ｻﾞに利用されるようになった｡しかしながら､実

験室の環境では,高い認識率を達成しているが､実環境下では､まだ､さまざまな間題

を抱えており､十分な性能を達成していない｡この論文では､実環境で昔声認識を利用

する際に必要となる次の2つの技術の改善について述べている｡

(1)変化する雑音環境下でも頑健に動作する音声認識性能の実現と､ (2)ﾕ-ｻﾞ

がﾏｲｸを意識しなくても自由に音声入力できるﾊﾝｽﾞﾌﾘ-音声入ｶｲﾝﾀﾌｪ-

ｽの実現について述べている｡

第-の課題にたいして､雑音GMM(Gaussian mixture model)を利用した環境雑音適応

化とSN比別ﾏﾙﾁﾊﾟｽﾓﾃﾞﾙを用いたHMM合成法を提案している｡ HMM合成法は環境

雑音のﾓﾃﾞﾙ化を行う際に適応ﾃﾞ-ﾀとして雑音ﾃﾞ-ﾀのみを用いる方法である｡ HMM

合成法の欠点は多量の適応ﾃﾞ-ﾀ量を必要とする点と雑音の変動に対して対応できな

い問題がある.提案法は､さまざまな雑音ﾃﾞ-ﾀを用いて準備した初期雑音GMMを選択

適応することで､ 1秒程度の雑音ﾃﾞ-ﾀでの雑音適応を実現している｡

第二のﾊﾝｽﾞﾌﾘ-音声入力課題にたいしては､情報提供端末向けにﾊﾝｽﾞﾌﾘ-音

声入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽを､ﾏｲｸﾛﾌｵﾝｱﾚ-を用いて開発している｡実際のｱﾌﾟﾘ

ｹ-ｼｮﾝとして券売機や情報提供端末を取り上げ､遅延和形ﾏｲｸﾛﾎﾝｱﾚｰ処理

とｽﾍﾟｸﾄﾙ減算による雑音除去を組み合わせた音声入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽを試作して

いる｡実環境下における認識性能評価実験の結果､ 216単語の孤立単語認識で91. 6%の

認識性能を達成し､認識性能の改善が達成できている｡

以上のように､本研究では実環境下での音声認識ｼｽﾃﾑの利用におけるこつの課題

について検討し､成果を得ている｡



氏名 伊田政樹

(論文審査結果の要旨)

音声認識を利用する音声ｲﾝﾀﾌｪ-ｽは､誰でもが容易に使える便利なｲﾝﾀﾌｪ

-ｽである可能性が大きい｡しかしながら､実環境下では､まだ､さまざまな間題を抱

えており､十分な性能を達成していない｡この論文では､実環境で音声認識を利用する

際に必要となる2つの技術の改善について研究を行い､有効な手法を提供している｡

(1)変化する雑音環境下でも頑健に動作する音声認識性能の実現と､ (2)ﾕ-ｻﾞ

がﾏｲｸを意識しなくても自由に音声入力できるﾊﾝｽﾞﾌﾘ-音声入ｶｲﾝﾀﾌｪ-

ｽの実現について述べている.

(1)に対して､雑音GMM(Gaussianmixture model)を利用した環境雑音適応化とSN

比別ﾏﾙﾁﾊﾟｽﾓﾃﾞﾙを用いたHMM合成法を提案している｡この手法により､環境雑音

の変動が常に起こっているような環境でも､ fn4M合成法が利用できることを示した.こ

の成果は､ PDAのような移動体､ｶ-ﾅﾋﾞなどでの実環境での音声対話ｼｽﾃﾑの頑健

化に役立つことが期待できる｡この成呆は､電子情報通信学会の論文誌､国際会議など

にも採録されている｡

(2)のﾊﾝｽﾞﾌﾘ-音声入力課題に対しては､情報提供端末向けにﾊﾝｽﾞﾌﾘ-音

声入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽを､遅延和形ﾏｲｸﾛﾎﾝｱﾚｰ処理とｽﾍﾟｸﾄﾙ減算による雑

音除去を組み合わせて開発している｡これらの技術の評価は､実環境で行われた例はな･

く､実際のｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝとして､券売機や情報提供端末を取り上げ､音声入ｶｲﾝ

ﾀﾌｪ-ｽを試作して評価を行った点は高く評価される｡この成果は､電子情報通信学

会のｼｽﾃﾑ開発論文として発表されている｡

以上のように､本研究では実環境下での音声認識ｼｽﾃﾑの利用におけるこつの課題

について検討し､成果を得ている｡現在､伊田君はｵﾑﾛﾝにおいて､これらの成果を

括用して音声対話ｼｽﾃﾑの研究開発を行っており､実環境､商用の観点からの音声対

話ｼｽﾃﾑに対する知見も備えている｡また､平成1 5年1 2月2 5日に開催した公聴

会の結果も参考にして､上記の観点を踏まえて､本論文は､博士(工学)として十分な

価値があるものと判断した｡


